
 

 

プレスリリース                                  福 島 市 
 

令和７年１２月１７日 

 

車いすユーザー向け「ボッチャ体験会」福島市で初開催 

～ 日本ボッチャ協会 × 福島市 × 県内団体 が連携強化、     

 福島から“誰もが参加できるスポーツ”の推進へ ～ 
 

 

一般社団法人日本ボッチャ協会、福島県ボッチャ協会、福島県障がい者スポーツ協会とと

もに、車いすを利用されている方を対象としたボッチャ体験会 を開催いたします。 

体験会にはパリ２０２４パラリンピックボッチャ競技で銅メダルを獲得した本市在住の

遠藤裕美選手も特別参加します。 

体験会の概要は、下記および別紙のとおりとなります。 

 

記 

 

１ 日  時   令和７年１２月２５日（木） 午前１０時～午後３時 
 

２ 場  所   NCVふくしまアリーナ 研修室 （霞町４番４５号） 
 

３ 内  容    午前１０時００分～ 受付 

午前１０時３０分～ 体験会（遠藤裕美選手参加） 

午後 ０時３０分～ 個別相談 

 

４ 取材について 

          当日は、体験の様子や参加者インタビュー、指導者のコメントなど、撮影・取材

が可能です。 

          取材を希望される場合は、１２月２３日(火)までに下記まで連絡をお願いいた

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☐事前告知のお願い ☑当日の取材のお願い 
☐その他 

担当：スポーツ振興課スポーツ振興係 

   課長 大泉、係長 小沢 

   電話024-5２５-３７８６（直通） 



 

 

別 紙    

車いすユーザー向け「ボッチャ体験会」の概要 

 

１ 開催趣旨 

本取り組みは、障がいの有無に関わらず誰もがスポーツを楽しめる社会の実現を目指し、 

一層連携を深めていく取り組みの第一歩 として位置づけています。 

本市では、共生社会の推進に向けたパラスポーツの普及を進めており、ボッチャはその象

徴的な競技として注目を集めています。本体験会では、参加者がボッチャの魅力に触れ、ル

ールや基礎技術を学ぶだけでなく、将来的な地域の競技人口の拡大や交流促進にもつなげて

いきます。 

また、本市と日本ボッチャ協会は継続的な連携を通じて、「福島発のパラスポーツモデル」

を構築するべく、研修会や競技機会の創出など、参加者一人ひとりの可能性を広げる取り組

みを積極的に進める方針です。 

 

２ 参加条件   以下の項目を全て満たす方 

・日常的に車いすを利用されている方 

  ・障害者手帳(肢体不自由)をお持ちの方 

  ・楽しくボッチャに取り組みたい方・ボッチャのルールを知りたい方 

 

３ 日本ボッチャ協会・福島県ボッチャ協会と連携し「これから」めざすもの 

 今回の体験会を契機に、日本ボッチャ協会との連携をさらに強化し、「定期的な体験会・練習

会の実施」や「車いすユーザーや若年層の競技参加の機会創出」など継続的にボッチャに親し

める環境整備を推進してまいります。 

 本市は、日本ボッチャ協会・福島県ボッチャ協会とともに「誰もがスポーツを通じてつなが

る地域づくり」を目指し、今後の取り組みを進めてまいります。 

 

 

 

 

 


